















































































































以上のよ うに ミュルーズ,リ ヨンにおい
て 日本的なテキスタイル製 品が製作 された
ことを万国博覧会の出品物 を中心に見て き
たわけだが,絵 画 にお けるジャポニスム と
違 って,非 常 に産業 に結びついた分野で あ
るた め生糸貿易や当時の服飾,と りわ けウ
ォル トとの関係 な どとも絡 んで独自の展開
をみせている と言 える。特 に リヨンは中世
以来,長 く伝統的 に王室のための豪華な絹
織物 を作 ってきたわ けだが,フ ランス革命
によってその需要 に大 きな打撃 を受 けた。
そして生産方針 としては大衆化の道へ進 ん
だのだが,そ の第一歩 がジャカー ドによる
大量生産 とい った技術革新であった。 この
発明は複雑な織 りを可能 にしたため,次 に
はデザインの ことが考慮 されなければな ら
なかった。ち ょうどそういった時代背景 の
ところへ 日本 のデザ インを取 り入れる機会
があった と考 え られ る。それまでの リヨン
の豪華 な紋織 が1870年代頃か らしだいに全
く違 うものへ と変化 し,日 本的な ものが現
れている状況 を考 えると,リ ヨンのデザイ
ナーにとって 日本のデザイ ンを採用す るこ
とは リヨンの産業の生 き残 りを賭けた選択
であったのではないか と考 えている。
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